
・[徳 ]〈甲骨文字〉 2008
（Toku）≪Virtue ⇒!"#$%%&'!$'!%(&!)*)+%,-!.&%%&#/!%(&!0#$1$%$2&!
.&%%&#,!&%3(&4!$'%+!!%+#%+$,&!,(&..,!+#!5'$15.!6+'&,7!≫

・[幽蘭一室修竹萬山 ] 2015
（8--#5'!$,,($%,-!,(--3($)-!65'95'）≪:'!5!(&#1$%5;&!
,-##+-'4&4!6<!.+';!6516++,!51+';!1+-'%5$',/!5!"$.4!
+#3($4!6.++1,7≫

・[深海、魚たち ] 2015
=>($')5$/!-+?%53($@≪A&&0!,&5/!25#$+-,!)$'4,!+B!B$,(≫

・[古代の魚 ] 2009
=C+45$!'+!-+@≪D(&!5'3$&'%!B$,(≫

・[魚模様 ] 2009
（E+?1+<+-）≪The 05%%&#'!+B!B$,(≫

・[水 ]〈甲骨文字〉 2015
（F$9-）≪G5%&#!⇒ "#$%%&'!$'!%(&!)*)+%,-!.&%%&#7≫

・[室 ]〈甲骨文字〉 2012
（Muro）≪H++1!⇒ written!$'!%(&!)*)+%,-!.&%%&#7≫

・[蘭亭叙（抄）]〈甲骨文字〉　2011
（H5'!%&$!I+!=>(+-@）

・[水仙したゝる ]　2014
=>-$,&'!,($%5%5#-@≪D(&!'5#3$,,$!5#&!4#$00$';!"$%(!"5%&#!
4#+0,7≫

・[蘭亭叙（断片）]〈甲骨文字〉　2011
（H5'!%&$!I+!=A5'?0&'@）

・[幽 ]〈甲骨文字〉　2011
（Yuu）≪B5$'%/!J-$&%!≫

・[花びら ]　2016
（K5'56$#5）≪L.+"&#!0&%5.,≫

・[氷柱 ]　2012
（D,-#5#5）≪5'!$3$3.&≫

・[足跡　Ⅰ（雪沓で）]　2009
（M,($?5%+!!Ⅰ（8-)$;-%,-?4&））≪L++%!0#$'%,!Ⅰ　（$'!,'+"!
,(+&,）≫

・ 人衆之象 　
（ ）≪ ≫

・ 足跡　Ⅱ 　
（ Ⅱ）≪ Ⅱ≫

・ 風・土・草 　
（ ・ ・ ）≪ ・ ・ ≫

・ うまれる草かるい風 　
（ ）≪

≫

・ 花の音 　
（ ）≪ ≫

・ 月 　
（ ）≪ ≫

・ 漣 　
（ ）≪ ≫

・ 冬の子春 　
（ ）≪ ≫

・ 螢 　
（ ）≪ ≫

・ 桜 　
（ ）≪ ≫

・ ひざまづき 　
（ ）≪ ≫

・ いろは歌 　
（ ）≪ ≫

・ 魑魅魍魎 　
（ ）≪

≫

・ 土之象　Ⅰ・Ⅱ 　
（ Ⅰ・Ⅱ）≪ ≫

人として生きる。
 ST$2&!5!2$#%-+-,!.$B&!5,!5!(-15'!6&$';U

奥山の谷に咲く珍しい蘭があるそうです。
 S:%!$,!,5$4!%(5%!%(&#&!5#&!#5#&!)$'4,!+B!+#3($4!$'!4&&0!25..&<U

深海には人間の知らない生命がたくさん在るのでしょう。
!SD(&#&!15<!6&!25#$+-,!)$'4,!+B!.$2&,!%(5%!5#&!'+%!)'+"'!%+!-,!$'!4&&0!,&57U

くすぐりあふ涅槃のくっく　[來空 ]
≪D$3).$';!&53(!+%(&#!5'4!3(-3).$';!$'!'$#25'57　（H5$!C--/!0+&%）≫

手振る魚群の訣れ (さらば @は濃いよ　[來空 ]
≪D($3)!$,!%(&!,(+5.,!+B!B$,(!"52$';!%(&$#!B5#&"&..,7!=H5$!C--/!0+&%@≫

水は固くも柔らかくも、激しくも優しくも、自在な姿を示す。
人間ばかりでなく命を支える、すごいものとして。
!SD(&!"5%&#!,(+",!%(&$#!,(50&!B#&&.</!,+.$4!+#!B.&V$6.&/!$'%&',&!+#!35.17
D(&!"5%&#!5159$';.<!,-00+#%,!'+%!+'.<!(-15'!6&$';,!6-%!5.,+!.$2&,7U

自分に与えられた空間で。
!S:'!%(&!,053&!;$2&'!%+!1<,&.B・・・U

…清流激湍瑛帯左右。引以為流觴曲水、列坐其次。雖無絲竹管弦之盛、…
≪T5'%$';!W-!0#&B53&!=,&.&3%$+'@!⇒!B#+1!SX#3($4!Y52$..$+'U!"#$%%&'!6<!王羲之（G+';!W$9($）
"#$%%&'!$'!%(&!)*)+%,-!.&%%&#,7　D(&!.&%%&#,!"#$%%&'!(&#&!5#&Z!・・清流激湍瑛帯左右。引以為流觴曲
水、列坐其次。雖無絲竹管弦之盛、・・≫

螺旋階段水仙したたる　[桂久爾 (自作）]の短詩があります。
瑞々しい露が滴るような姿に驚いた時。
!SL#+1!1<!+"'!,(+#%!0+&1「螺旋階段水仙したゝる」（S[5#3$,,$!+'!%(&!,0$#5.!,%5$#35,&!5#&!
4#$00$';!"$%(!"5%&#!4#+0,U）7!D(&!0+&1!B&..!53#+,,!1&!"(&'!:!"5,!5159&4!"$%(!%(&!
6&5-%$B-.!B#&,(!,(50&!+B!4#$00$';!4&"!・・・U

…係之矣…俛仰之間以為…終期…
≪T5'%$';!W-!0#&B53&!=5!05#%@!⇒!5!05#%!+B!%(&!0#&B53&!%+!%(&!0+&1,!3+..&3%&4!B#+1!SX#3($4!
Y52$..$+'U!"#$%%&'!6<!王羲之（G+';!W$9($）"#$%%&'!$'!%(&!)*)+%,-!.&%%&#,7
D(&!.&%%&#,!"#$%%&'!(&#&!5#&Z!・・係之矣・・間以為・・不以之・・随化終期・・≫

静けさ、なのに字が愉快。
!S\-$&%/!,%$..!%(&!3(5#53%&#!$,!(-1+#+-,7U

花びらにこその夜　[桂久爾 (自作）]の短詩を、“巴名比良二古曾之夜U と甲骨
文字で書きました。
 “「花びらにこその夜」（D"+!B.+"&#!0&%5.,/!5'4!%(5%!'$;(%・・・）$,!1<!+"'!,(+#%!0+&17!:!
500.$&4!%(&!B+..+"$';!'$'&!Q($'&,&!3(5#53%&#,!%+!&53(!+'&!+B!%(&!0(+'&%$3!,+-'4,/!5'4!
#&"#$%&!%(&1!$'!%(&!)*)+%,-!.&%%&#,7　[$'&!3(5#53%&#,!5#&Z　巴名比良二古曾之夜!U

明日 (マタ @雪になるやの西空 (ソラ @の星 (ヒトツ @を見かけて出る　[碧梧桐 ]
（:!51!.&52$';/!,&&$';!5!,$';.&!,%5#!-0!$'!%(&!"&,%!,)</!%($')$';!$%!15<!#5$'!%+1+##+"7!
=K&)$;+%+-@!）　U

新雪を歩く気持ちで、その音と空間の無音を感じながら。
!S:'!%(&!1++4!+B!"5.)$';!+'!%(&!2$#;$'!,'+"!"($.&!B&&.$';!%(&!,$.&'3&!6&%"&&'!$%,!
,+-'4!5'4!,053&・・・!U

人偏の文字をあつめたかたちです。
古戦場の落武者の群れか？
いずれにしろ昔も甦る、人間の営みが現れた気がします。

「 」 「 」

人間も自然界ではちっぽけな一つに過ぎないけれど人それぞれに残したものが
在るかも。

友人に戴いた金沢の名人の竹筆。
草のようにやわらかで、小川を撫ぜるような風を感じたのです。

自作の短詩です。

花の気配、その春を飾ってくださる人を想いながら書きました。
余談ですが、かつて新潟の太夫浜で、夏の夕暮れ、大輪の月見草が次々に開く
音を思い出しました。

寝転んでる月が好き。

書くうちに水が動き、音も聴こえてきました。

自作の短詩です。
冬の子でいた春まっしぐら としていたのを、來空が添削してくれ、あまりに
も短くなりびっくりしたものですが、いまはこれがいい。

「冬の子でいた春まっしぐら」≪
≫

梅のようなほたる。

白い空のちってくるさ、く、ら　 桂久爾 自作）
≪ ・ ・

≫

土を感じながら。

日本語の４８音をまとめたいろは歌。日本人の歴史がすべて詰まっているもの。
ひらがなの一音一音は自由に結びつき、離れ、無限に言葉を作る。日本人はそ
の歓喜とともに生きてきたのだろう。

魑魅も雨量深海底鮫が原始蛙　 来空
來空は私の詩の師匠。
深海の奥には無数の生物、想像を絶する姿のものもいるに違いない。みえない
ものの息吹もコトバで表す、來空の作品を書きました。
≪Chimi mouryou makkura same ga yomigaeru ⇒

　
≫

堅固な城も土の中に風化して土と一体化してしまうような、所詮人間は地に生
まれ土に還れば本望。幻覚のような現実を象（かたち）にしてみたくて。
因みに書で使う墨も土偏でした。

墨≪ ≫

Y#+B$.&
_`ab! P+#'!$'!:,($'+15)$!Q$%</!F$<5;$!Y#&B&3%-#&/!N505'
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・ 徳 〈甲骨文字〉
（ ）≪ ⇒

≫

・ 幽蘭一室修竹萬山
（ ）≪

≫

・ 深海、魚たち
≪ ≫

・ 古代の魚
≪ ≫

・ 魚模様
（ ）≪ ≫

・ 水 〈甲骨文字〉
（ ）≪ ⇒ ≫

・ 室 〈甲骨文字〉
（ ）≪ ⇒ ≫

・ 蘭亭叙（抄） 〈甲骨文字〉　
（ ）

・ 水仙したゝる 　
≪

≫

・ 蘭亭叙（断片） 〈甲骨文字〉　
（ ）

・ 幽 〈甲骨文字〉　
（ ）≪ ≫

・ 花びら 　
（ ）≪ ≫

・ 氷柱 　
（ ）≪ ≫

・ 足跡　Ⅰ（雪沓で） 　
（ Ⅰ（ ））≪ Ⅰ　（

）≫

・[人衆之象 ]　2009
（N$'?,(--!'+!,(+-）≪D(&!B$;-#&,!+B!0&+0.&≫

・[足跡　Ⅱ]　2009
（M,($?5%+!Ⅱ）≪L++%!0#$'%,!Ⅱ≫

・[風・土・草 ]　2015
（)59&・%,-3($・)-,5）≪"$'4・,+$.・;#5,,≫

・[うまれる草かるい風 ]　2013
（-15#&#-!)-,5!)5#-$!)59&）≪O#5,,!$,!'&".<!6+#'&/!5'4!
%(&'!$%!;&'%.<!6#&&9&,7≫

・[花の音 ]　2015
（(5'5!'+!+%+）≪D(&!,+-'4!+B!B.+"&#,≫

・[月 ]　2016
（D,-)$）≪Moon≫

・[漣 ]　2015
（>595'51$）≪5!#$00.&≫

・[冬の子春 ]　2010
（K-<-'+)+!(5#-）≪G$'%&#!3($.4/!,0#$';≫

・[螢 ]　2016
（K+%5#-）≪5!B$#&B.<≫

・[桜 ]　2012
（>5)-#5）≪3(&##<!6.+,,+1,≫

・[ひざまづき ]　2010
（K$95159-)$）≪)'&&.$';≫

・[いろは歌 ]　2011
（:#+(5!-%5）≪:#+(5!=N505'&,&!MPQ@!0+&1≫

・[魑魅魍魎 ]　2014
（Q($1$!1+-#<+-）≪R2$.!,0$#$%,!+B!1+-'%5$',!5'4!#$2&#,/!+#!
25#$+-,!;(+,%,!5'4!1+',%&#,≫

・[土之象　Ⅰ・Ⅱ]　2016
（D,-3($!'+!)5%53($!Ⅰ・Ⅱ）≪D(&!B$;-#&,!+B!,+$.≫

人として生きる。

奥山の谷に咲く珍しい蘭があるそうです。

深海には人間の知らない生命がたくさん在るのでしょう。

くすぐりあふ涅槃のくっく　 來空
≪ 　（ ）≫

手振る魚群の訣れ さらば は濃いよ　 來空
≪ ≫

水は固くも柔らかくも、激しくも優しくも、自在な姿を示す。
人間ばかりでなく命を支える、すごいものとして。

自分に与えられた空間で。
・・・

清流激湍瑛帯左右。引以為流觴曲水、列坐其次。雖無絲竹管弦之盛、
≪ ⇒ 王羲之（ ）

　 ・・清流激湍瑛帯左右。引以為流觴曲
水、列坐其次。雖無絲竹管弦之盛、・・≫

螺旋階段水仙したたる　 桂久爾 自作） の短詩があります。
瑞々しい露が滴るような姿に驚いた時。

「螺旋階段水仙したゝる」（
）

・・・

係之矣 俛仰之間以為 終期
≪ ⇒

王羲之（ ）
・・係之矣・・間以為・・不以之・・随化終期・・≫

静けさ、なのに字が愉快。

花びらにこその夜　 桂久爾 自作） の短詩を、 巴名比良二古曾之夜 と甲骨
文字で書きました。
「花びらにこその夜」（ ・・・）

　 　巴名比良二古曾之夜

明日 マタ 雪になるやの西空 ソラ の星 ヒトツ を見かけて出る　 碧梧桐
（

）　

新雪を歩く気持ちで、その音と空間の無音を感じながら。

・・・

人偏の文字をあつめたかたちです。
古戦場の落武者の群れか？
いずれにしろ昔も甦る、人間の営みが現れた気がします。
SD(&!%$%.&!1&5',!B+#1,!+B!3+..&3%$+'!+B!Q($'&,&!3(5#53%&#,!"($3(!(52&!#54$35.!35..&4!
「'$'?6&'」/!#&0#&,&'%$';!「0&#,+'」7!!A+&,!$%!.++)!.$)&!5!;#+-0!+B!B-;$%$2&!"5##$+#,]!:%!,%$..!"5)&,!
1&1+#$&,!+B!%(&!05,%!5'4!$%!,&&1,!.$)&!,(+"$';!%(&!(-15'!6&(52$+#7U

人間も自然界ではちっぽけな一つに過ぎないけれど人それぞれに残したものが
在るかも。
!SR2&#<+'&!15<!(52&!.&B%!,+1&%($';!&2&'!%(+-;(!5!(-15'!6&$';!$,!%(&!%$'<!
&V$,%&'3&!$'!%(&!'5%-#5.!"+#.47U

友人に戴いた金沢の名人の竹筆。
草のようにやわらかで、小川を撫ぜるような風を感じたのです。
!SM!B#$&'4!+B!1$'&!;52&!1&!5!6516++!6#-,(!154&!6<!5!15,%&#!3#5B%,15'!$'!C5'595"57!!
D($,!"+#)!$,!"#$%%&'!6<!-,$';!$%7!!:!B&.%!$%!,+B%!.$)&!;#5,,!5,!$B!5!6#&&9&!,%#+)&4!%(&!,-#B53&!+B!5!
6#++)7U

自作の短詩です。
!SD($,!$,!1<!+"'!,(+#%!0+&17U

花の気配、その春を飾ってくださる人を想いながら書きました。
余談ですが、かつて新潟の太夫浜で、夏の夕暮れ、大輪の月見草が次々に開く
音を思い出しました。
!SD(&#&!"5,!5!B&&.$';!+B!B.+"&#,/!5'4!%(&'!:!"#+%&!%($,!"+#)!%($')$';!+B!,+1&6+4<!"(+!"+-.4!
5##5';&!%(&!B.+"&#,7!:!"+-.4!6&!1+#&!%(5'!(500<!$B!<+-!3+-.4!B&&.!%(&!6#&5%(!+B!,0#$';!B#+1!
%($,!"+#)7!:'3$4&'%5..</!:!#&35..&4!%(&!,+-'4!%(5%!.5#;&!0#$1#+,&,!6.++1&4!$'!,&J-&'3&!+'3&!
$'!%(&!,-11&#!&2&'$';!5%!D5<--(515!$'![$$;5%57U

寝転んでる月が好き。
!S:!.$)&!%(&!1++'!.<$';!4+"'7U

書くうちに水が動き、音も聴こえてきました。
!S:!3+-.4!&2&'!(&5#!%(&!,+-'4!+B!5!#$00.&!"($.&!:!"5,!"#$%$';7U

自作の短詩です。
“冬の子でいた春まっしぐらU としていたのを、來空が添削してくれ、あまりに
も短くなりびっくりしたものですが、いまはこれがいい。
!SD($,!$,!1<!+"'!,(+#%!0+&17!D($,!0+&1!-,&4!%+!6&!「冬の子でいた春まっしぐら」≪:!"5,!5!
"$'%&#!3($.4/!45,($';!%+"5#4!%(&!,0#$';≫/!5'4!%(&'!H5$)--/!1<!15,%&#!+B!0+&%#</!3+##&3%&4!
5'4!,(+#%&'&4!$%7!:!"5,!5%!B$#,%!,-#0#$,&4!5%!%(&!,(+#%'&,,/!6-%!:!.$)&!%($,!'+"7U

梅のようなほたる。
 SM!B$#&B.<!%(5%!.++),!.$)&!5!0.-1U

白い空のちってくるさ、く、ら　[桂久爾 (自作）]
 ≪Q(&##<・6.+,,+1・0&%5.,!B.-%%&#!4+"'!.$)&!0$&3&,!+B!%(&!"($%&!,)<7!=C5%,-#5!C-'$/!
+"'!0+&1@≫

土を感じながら。
!SC'&&.$';!4+"'!+'!%(&!;#+-'4!"($.&!B&&.$';!%(&!,+$.U

日本語の４８音をまとめたいろは歌。日本人の歴史がすべて詰まっているもの。
ひらがなの一音一音は自由に結びつき、離れ、無限に言葉を作る。日本人はそ
の歓喜とともに生きてきたのだろう。
!S:#+(5?-%5!3+10#$,&,!5..!B+#%<?&$;(%!,<16+.,!+B!%(&!,<..565#<7!:%!,&&1,!%+!3+'%5$'!5..!+B!%(&!
N505'&,&!0&+0.&^ ,!($,%+#<7!R2&#<!+'&!,<..56.&!+B!N505'&,&!($#5;5'5!35'!B#&&.<!6&!
3+16$'&4!5'4!,&05#5%&4!%+;&%(&#!%+!3#&5%&!"+#4,!&'4.&,,.<7!D(&!N505'&,&!1$;(%!(52&!
.$2&4!%+;&%(&#!"$%(!$%,!0.&5,-#&7U

魑魅も雨量深海底鮫が原始蛙　[来空 ]

來空は私の詩の師匠。
深海の奥には無数の生物、想像を絶する姿のものもいるに違いない。みえない
ものの息吹もコトバで表す、來空の作品を書きました。
≪Chimi mouryou makkura same ga yomigaeru ⇒!:'!%(&!4&&0!,&&/!%(&#&!1-,%!6&!$''-1&#56.&!
3#&5%-#&,!%(5%!"&!35''+%!&2&'!$15;$'&7　D($,!$,!5!"+#)!+B!H5$)--/!1<!15,%&#!+B!0+&%#</!"(+!
&V0#&,,&,!%(&!,$;'!+B!&2&'!$'2$,$6.&!%($';,7≫U!

堅固な城も土の中に風化して土と一体化してしまうような、所詮人間は地に生
まれ土に還れば本望。幻覚のような現実を象（かたち）にしてみたくて。
因みに書で使う墨も土偏でした。
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